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               論   文   の   要   旨 
遺伝子組換え作物（GM作物）の全世界における栽培面積は、商業栽培が開始された 1996年から 2013年











































審    査   の   要   旨 
 
 本学位論文は、遺伝子組換え作物開発に一部の開発者しか着手できない状況の原因として、多様性影響
評価の負担があるという認識をもち、その状況を打破するために、わが国で行われている遺伝子組換え作物
の生物多様性影響評価の方法を、これまで蓄積してきた知見に基づいて考察し、多様性影響評価法の改善を
提言したものである。生物多様性影響評価の主概念であるファミリアリティは導入遺伝子と宿主作物の特性
からより明確にできること、栽培が想定されず食品・飼料・加工用途だけの場合に他の栽培国でのデータを
多様性影響評価に使えることを示したことは、今後の遺伝子組換え作物の開発・利用に大きな影響を与える
ものと考えられる。本学位論文は、遺伝子組換え作物の生物多様性影響評価手法を、科学的知見と規制など
の行政施策・措置との間を橋渡しする科学であるレギュラトリーサイエンスの立場で見直したものであり、
遺伝子組換え作物開発研究におけるこれまでのリサーチサイエンスを土台にしたうえで構築されていく新た
な研究分野の先駆けとしても高い価値を持つと判断した。 
平成28年1月18日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
